
◇２学期の変更点 
７月２１日「２学期の変更点

について」でお伝えしましたが、
１学期のリフレッシュ工事の完
了と２学期の工事に伴い、２学
期から校内においていくつかの
変更点が生じます。２学期の主
な措置は以下の通りです。 
●教室配置 

・Ｂ棟２階・・・１・２年 
・Ｂ棟３階・・・３・４年 
・Ｃ棟２階・・・５年 
・Ｃ棟３階・・・６年 
・新Ａ棟１階・・あおぞら 

 ●昇降口配置 
 ・Ｂ棟東側・・・１～４年 
                  あおぞら 
 ・Ｃ棟・・・・・５・６年 
●校門の使用 

・正門・東門・・使用可 
・南門・・・・・使用不可 
 ※正門から南門への通り抜

けはできません。 
 ※南門側に設置されている

リサイクル倉庫は使用で
きます。 

◇給食費の引き落とし 
  ８・９月の給食費（4,380 円） 
 の引き落とし日は９月５日（火）
です。再度、通帳のご確認をお
願いします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

                                                                                    

                                                                        

                                                                        

   

さいたま市立針ヶ谷小学校 学校だより ８・９月号           教育目標 

                                      進んで学ぶ子 

                                      仲良く協力する子 

HP https://harigaya-e.saitama-city.ed.jp    令和５年８月２９日（Ｎｏ.７２８）            明るく元気な子 

8/
29 

火 
2 学期始業式 短縮 3 時間授業 
下校 11:30 

30 水 給食開始 委員会⑤⑥ 

31 木 SSW 来校 

9/
1 

金 
生活習慣チェックカード配付 
後期教科書配付 

2 土  

3 日  

4 月 
生活習慣チェック～８日（金） 
発育測定①② ＳＳＷ来校  

5 火 
校外学習② 発育測定④⑤ 
給食費等引き落し日 

6 水 避難訓練(竜巻) クラブ④～⑥ 

7 木 
全体練習 発育測定あ 
懇談会④⑤  

8 金 
お話朝会 発育測定③⑥  
懇談会あ 安全点検日  
牛乳パック回収 

9 土 PTA 無料講演会 

10 日 開校記念日 

11 月 下校指導 

12 火 懇談会①～③ 

13 水 
クラブ③～④ 集金日 
スマイル相談日  
SC・SSW・さわ相来校 

14 木 縦割り日課 たてわり活動 

15 金  

16 土  

17 日  

18 月 敬老の日 

19 火  

20 水 縦割り日課 クラブ④⑤⑥ 

21 木  

22 金 
全体練習 牛乳パック回収 
ＳＳＷ来校 

23 土 
秋分の日  
さいたま市子ども読書の日 

24 日  

25 月 読み聞かせ ＳＳＷ来校 

26 火 縦割り日課 係打合せ⑤⑥ 

27 水 クラブ④～⑥ ＳＣ来校 

28 木 生活朝会 

29 金 ４時間授業 下校①～⑤13:35 
                    ⑥15:00 

30 土 
運動会 短縮 4 時間 
第２回学校運営協議会  
明日(あす)も進むいのちの日 

※丸数字は学年を示します。「あ」はあ
おぞら学級です。 

※ＳＣはスクール・カウンセラー、ＳＳ
Ｗはスクール・ソーシャル・ワーカー、
さわ相はさわやか相談員を表します。 

９月の生活目標 

【時間を守ろう】 

 

 

開校記念日 
９月１０日（日）は、本校６５回

目の開校記念日です。昭和３４年に
上木崎小学校及び木崎小学校より
分離し、浦和市立針ヶ谷小学校が開
校しました。さいたま市誕生ととも
に、さいたま市立針ヶ谷小学校とな
りました。 エンジョイ・○○ 

校
こう

 長
ちょう
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み
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むら
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今年の高校野球もたいへん盛り上がりました。大きな声や楽器の音を出して応援することが可能となり、

いっそうそう感じたのかもしれません。注目される数々の高校同士の対戦は見応えがありました。トーナメ

ント戦なので毎回が真剣試合。汗まみれになって力いっぱい白球を追う選手の姿にこれまでの努力を想像し、

私は毎年、夢中になってテレビ前で応援してしまいます。 

今年は、慶應義塾高等学校（以下、慶應高校）が 107 年ぶりに優勝したことも大きな話題となりました。主将

の大村
おおむら

昊
そら

澄
と

さんは優勝後のインタビューで次のように語っています。「（優勝したことによって）『野球は楽しい』

という本質を表現できたと思います。心の底から野球を楽しんでいる原動力から出たプレーや行動が、最後

一番強いのだと証明したかった。」 

慶應高校野球部の Web ページを見ると「Enjoy
エンジョイ

 Baseball
ベ ー ス ボ ー ル

（スポーツは明るいもの、楽しいもの）」という言

葉を部訓として掲げています。これは、昭和初期に監督を務めた腰本
こしもと

寿
ひさし

さんが提唱したもので、当時の日本

の野球が辛いことに耐えて勝利を勝ち取るという修行のようなものだったので、スポーツ本来の明るい発想

が必要だと考えたからだそうです。この言葉が、１世紀を経た今も部訓として受け継がれていることに驚き

ます。「『野球は楽しい』という本質は不易である」ということでしょうか。 

 

コロナ禍の３年間で教育現場は大きく変わりました。一人１台端末が導入され、オンライン授業やデジタ

ル教材等の情報化が一気に進みました。長期にわたる臨時休業の経験から、子どもの安全を守るという役割

や対面で得る学びの重要性を認識しました。教職員の働き方改革も進められています。 

本年度は、５月の新型コロナウイルス感染症の法的位置付けの変更を受け、学校行事も復活しつつありま

す。ただし、単純に元に戻すわけではなく、それぞれの本来の目的を十分に検討する機会としています。学

ぶということの本質は何か。教えるということの本質は何か。働くということの本質は何か。 

流行（今日的課題の解決）を取り入れることも必要ですが、不易（本質）をおさえることが大切です。 

 

慶應高校の現監督 森林
もりばやし

貴彦
たかひこ

さんは、次のように述べています。「今のレベルより少しでも上達して高いレ

ベルの野球を楽しむ気概を持つこと、そのための努力や工夫を怠らないこと、部員一人一人が独立していて

自分から野球に積極的に取り組むこと、このようなことの積み重ねが、Enjoy Baseball を体現することに他

ならないと考えています。」（野球部 Web ページ） 

「楽しむ
エンジョイする

」ためには受け身ではなく、それなりの努力や工夫、そしてそれを継続する強い心が必要なよう

です。今日から２学期が始まります。あなたは何をエンジョイしますか。 

 

◇安全点検結果 
夏休み中の安全点検の結果は、

異常はありませんでした。 

 


